
パビリオン施設・建材・設備機器・什器備品類の
会期後のリユース推進への取組み

～マッチングプラットフォームの構築～
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【リユース推進の背景】

⚫ 2025年大阪・関西万博の会場は会期後に更地になることが前提であり、場内の建築物は、基本的にはすべて

解体・撤去し、原状復帰した上で大阪市へ返還される予定。

⚫ 一方で国内には建物・建材のリユースに関する法制度や社会的仕組みが整備されているわけでないため、事業主

サイドが何もしなければ建材や大型設備機器は廃棄物処理（リサイクルや焼却、埋め立て）にまわることとなる。

【協会の目指すべき方向性】

⚫ 建築物の利用期間が短く、一度に大量の廃棄物が発生する当イベントの特殊性を活かし、計画的かつ積極的に建

物・建材・設備・備品のリユースに取り組むことで、建設業界でのサーキュラーエコノミーの実現を目指す。

（なるべく会期後もレガシーに成り得る取組み）

⚫ 協会資産に限らず会場全体の資産を対象にリユースを推進し、廃棄物量を削減していく。

➡施設・設備・備品類のマッチングプラットフォームの構築を検討（2025年1月公開を目標）

⚫ 施設単位の移築を実現するためにはある程度の準備期間が必要であり、上記プラットフォーム完成を待たずに

別途先行でシグネチャーパビリオンと若手建築家施設について、公募を実施する予定。

➡2023年度内公開を目標

１．背景と方向性
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２．具体的な公募時期と対象物
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（１）PHASE１：2023年度～
施設単位の公募（シグネチャーパビリオン８棟、若手建築家施設20棟を皮切りに、順次他の施設も対象とする）
を２段階（先発：自治体他、後発：民間）で実施

（２）PHASE２：2025年1月頃
マッチングプラットフォーム（MPF）は運営参加の協賛者と共同でシステムを開発し、運営していく。
協会資産に限らず、会場内の他の事業者にも利用できる仕組みにすることを目指す。
施設・建材・設備機器等、取り外しに工事が必要なものを対象とするため、リユース対象物の解体には準備が必要。
（例：解体工事費の算出、手ばらしの職人手配、買い手に輸送するための業者手配など）

（３）PHASE３：2025年10月頃
閉会時に残った什器備品（引っ越し業者で回収できる大きさのもの）を、マッチングプラットフォームにて公募。
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PHASE １【パビリオン自体】

PHASE ２【建材・設備機器】

解体工事

PHASE ３【什器・備品】

20252023 2024

何度か公募

      

会 期

公募

マッチング

解体工事

解体準備

PHASE 1

PHASE ２

PHASE ３

               開発

回収



■PHASE １のイメージ…施設単位の公募（目標：2023年度内スタート）
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各施設の公募状況を把握しやすいようにデザインし、
関心のある対象を選ぶと、施設概要や協会連絡先を確認できるようにする
更に検討を進める際は、別途ＮＤＡを結んだうえで図面等の詳細情報を共有

ＷＥＢページにてシグネチャーパビリオンや若手建築家施設の施設単位のリユース公募用窓口を設置

イメージ



■PHASE ２のイメージ…建材・設備機器単位の公募（2025年1月スタート予定）

5

・WEBページにて建材・設備機器単位でのマッチングプラットフォームを構築



■PHASE ３のイメージ…会期後残った什器備品（2025年10月～）
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① 会場内で対象物を回収する（協賛予定）

② 会場外の指定倉庫へ輸送（協賛予定）

③ 会場外倉庫で保管（協賛予定）

④ プラットフォームでマッチングして発送（協賛予定）

⑤ 残りをまとめて販売（古物業者などへ）

マッチングプラットフォーム



■全体スケジュール（案）
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年度

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

財産処分要綱策定

パビリオン自体

建材・設備機器

解体工事

什器・備品

2025

プラットフォーム業務の

協賛者の募集 開発

開発募集選定

2023 2024

何度か公募

プラットフォーム完成時に

建材・設備機器を公募

パビリオン自体を先行で公募

規模が大きいと準備が必要なため

早めの情報開示を行う

会期後残った品物を

①場内で回収して、

②場外倉庫へ輸送、③保管

売れれば④発送、残りは⑤処分
      

会 期

公募

マッチング

解体工事着手前には、

事業者、施工者、需要家の

合意が必要

解体工事

解体準備

PHASE １

PHASE ２

PHASE ３


